













1970 年代に起こった反公害運動の際にはすでに環境破壊の 1 要因として挙げられることがあっ











マーリズムの 1 つの発現形態であるとする考え方を考察する。この点は，近年では，2012 年
に公刊された，現代ツーリズムの論争的諸問題を扱った総括的書物，“シン（Singh, T. V.）編著『現


















ンド・カンタベリー大学の M. ホール（Hall, M.：文献 H1）およびシンガポール・ナンヤン大学の
























しいことではない（cf. R1, p.126）。例えばラッシュ（Lash, S.）／アーリ（Urry, J.）は 1994 年の書にお






















ル（Croall, J.）の 1995 年の書（文献 C2）には「マスツーリズムという妖怪がこの世に徘徊している」







































































































































































































決定論的な考え方の代表的なものは，例えばプーン（Poon, A.）の 1993 年の書で紹介されてい
るものである。それによると，マスツーリズムとは以下のような 4 点を特徴とするものと描か






































































の 3 点がさらなる考察観点とされるべきものであるとしている（V, p.56ff.）。












































この場合こうした 2 つの 2 義性は相互に密接に関連したものであり，実際にはその契機をな
す 4 要因は混交し，混交的な複合的な対抗もしくは矛盾の関係として考えるべきものである。
4 要因のこうした複合的関係は，本稿筆者のみるところ，記号論におけるグレマス（Greimas, A. J.）
の四角形（詳しくはΩ 4 参照）で表示するのが最適と思われる。このためには上記の 4 要因は，「対
抗関係（contrariety）」，「矛盾関係（contradictory）」，「含意関係（implication）」の 3 関係に区分される
ことを必要とする（別図参照）。
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The Characteristics of Mass Tourism Today and Its Homologation
Shoichi Ohashi
Abstract
What is the definition of mass tourism? There are said to be two issues related to the 
problem of mass tourism today: one is the impact on the natural and social environments 
due to the huge number of tourists, the other is the loss of each tourist’s individual 
personality within mass tourism. This paper surveys the main characteristics of 
discussions so far and argues that mass tourism should basically be grasped as an 
integration of two sets of inconsistencies, best expressed as homologation relationships in 
the shape of Greimas’ square.
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